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第 4 号様式 

助成対象活動報告シート 
団体名:鶴舞・千種エリアマネジメント協議会 

1 助成を受けて実施した活動 
※ 活動の様子がわかる写真(数枚)を入れ込んで記入してください。 

①夏の地域連携イベント（ツルマイ・チクサ ミズマツリ）の告知 
８月 5 日に地域イベント（ツルマイ・チクサ ミズマツリ）をおこないました。イベント開催前に

チラシ・ポスターを周辺商業施設や学区で配布し地域住民への告知を実施しました。イベント当日は

会場マップを作成しイベント開催エリアに掲示することで、地域住民にイベントの PR をおこないま

した。イベント企画として、イベント対象エリアの回遊性を高めるために実施した「うちわラリー」
ではうちわを作成し、来場者に計 1000 枚配布しました。ラリーでは各拠点でやりたいことを考えて

もらい、うちわにやりたいことが描かれたシールを貼って頂きました。また、歩道には、歩行者にエ

リア一体を活用したイベントであることを伝えるために、活動エリアの特性を表すミズ色を中心とし
たガーランドを作成し設置し、エリアの一体感を高めました。 

②まちの魅力マップの作成 
まちの魅力を地域の方から集めるために参加型の MAP の展示を、夏の地域連携イベント（ツルマイ・

チクサ ミズマツリ）と千石小学校区主催のふれあい祭りでおこないました。鶴舞・千種エリアの MAP
を作成し、まちでやりたいことやおすすめスポットを来場者にシールで貼っていただき、地域住民のま

ちに対する思いを集めました。 

歩道を装飾するガーランド 

ミズマツリ時の様子 

ふれあい祭り時の様子 まちの魅力マップ 

「うちわラリー」用のうちわ 
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2 活動の成果および目標達成度合い 
① 鶴舞・千種エリアマネジメント協議会の認知度向上 

夏の地域連携イベントの来場者を対象としたアンケートでは、来場者の約半数がチラシ・ポス
ターをきっかけにイベントに参加したことを把握しました。課題として挙げていたまちづくり
活動への参加が少ない 30~40 代の参加も多く、アンケート時には団体の活動を多くの方に説
明することができ、認知度向上に向けたきっかけをつくることができました。 

② 連携体制の構築 
夏の地域連携イベントを通じ、各々の施設内におけるポスター掲示やチラシ配布による情報発
信、施設周辺を活用したラリー企画（水鉄砲づくり、縁日）のなど、団体メンバーが役割分担
をおこないながら主体性をもってイベント開催に取組んだことで、今後のまちづくり活動の発
展、地域住民への周知に向けた連携体制を構築することができました。 

3 活動により見えた課題 
① 通年の取組みに関する発信不足 

チラシやポスターによるイベント告知は効果的だったものの、団体として勉強会やビジョンの
作成等の取組みを周知するには掲載量に限界がありました。発行から配布までに一定の期間を
要する紙媒体では通年での取組みを紹介するには不十分でした。そのため、定期的な更新が可
能で掲載量に自由度が高い SNS を積極的に活用していく必要があります。 

② まちづくり活動への協力者の不足 
イベントへは多くの住民に来場して頂いたものの、団体による企画の運営自体は発足時のメン
バーのみでおこなったため、列整理などイベント運営において人員不足な面が多くみられまし
た。そのため、今後企画するイベント等では学区の中でボランティアスタッフの募集や、エリ
ア内の店舗へ出店依頼を行うことで、より円滑な活動実施を目指す必要があります。これらの
取組みは今後の団体への参加者を増やすきっかけにもなると考えられます。 

4 今後の活動等の展望 
① 団体公式 SNS による活動発信 

団体内のメンバーで分担しながら、開設した団体公式 SNS（Instagram）から団体メンバーの
紹介や取組みの紹介を随時おこない、通年での活動発信を実施していく予定です。 

② まちの人がおすすめしたスポットへのヒアリング 
「まちの魅力マップ」で収集したおすすめスポットの情報を元に、エリア内のお店にヒアリン
グをおこない、魅力を深堀っていくとともに、団体の活動を周知していきます。この活動をき
っかけとしてエリア内の店舗と協力体制を構築し、来年度以降はリーフレットによる取材した
店舗の紹介やイベントへの出店を依頼していく予定です。 

③ 地域と連携した夏イベントの継続 
今年度の課題点を踏まえ、来年度は歩行者天国を実施しエリア内の回遊性をより高めたイベン
トを検討中です。ガーランドづくりや什器づくりなど準備段階から地域の方々と協力すること
で、地域住民によるまちづくりへの参加のきっかけづくりを継続して取組んでいきます。 

※ 各欄のサイズ変更は可能ですが、2 ページを超えないように作成してください。 
※ 用紙の大きさ日本産業規格 A4 とする。 


